コンセプトマップを用いた主体的・対話的な学びによる知識の深まりの検討 : 中学校社会科(地理的分野)における授業実践の試み by 福谷 泰斗 & 皆川 直凡








































































 * 兵庫県南あわじ市立三原中学校 





































の中で 16時間の授業を第 1次から第 5次に分け，第 2

















































































































































































































いても A 組と B 組の出現語句数は有意ではなかった


























     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
          
図 1 話し合いによって作成したコンセプトマップの例 
表 3 AB 両組の出現語句数の平均値と SD 
 A 組 Ｂ組 
  平均 SD 平均 ＳＤ 
1 回目授業 21.78 4.02 21.89 4.31 
2 回目授業 28.44 2.92 29.33 5.00 
3 回目授業 30.44 3.40 31.56 5.53 
4 回目授業 33.33 3.08 34.22 5.09 
5 回目授業 34.56 3.94 35.11 6.05 
表 4 分散分析の結果 
Source ＳＳ df MS F p 
授業時数 1917.71  4 479.43  109.15  .000 
誤差(個人差) 1233.20  17 72.54    
誤差(授業回数) 298.69  68 4.39      
全体 3449.60  89       
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ントして，第 7 階層群とした。 





数は 1 であった。第 2 時の最も浅い層は第 8 階層，
出現語数は 2，最深層は第 9 層で，出現語数は 2 で
あった。第 3 時の最も浅い層は第 8 層で出現語数は
2，最深層は第 9 層で，出現語数は 3 であった。第 4
時の最も浅い層は第 9層で，出現語数は 1，最深層は
第 10 層で，出現語数は 2であった。第 5 時の最も浅



































表 5 出現回数の多い語句 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 
有名 126 大分県 17 
九州地方 86 長崎県 17 
沖縄県 59 屋久島 15 
熊本県 40 台風 15 
多い 36 パイナップル 14 
火山 32 ラーメン 14 
くまモン 27 別府温泉 14 
海 25 サンゴ礁 13 
桜島 24 被害 13 
阿蘇山 22 熊本城 13 
地震 22 長崎県 12 
鹿児島県 21 観光地 12 
きれい 21 人気 11 
噴火 20 美ら海水族館 11 
福岡県 19 観光客 10 
首里城 18 博多 10 
 







































































次に，第 1 時の授業と同様の手順で，第 5 時の授
業の終了時に生徒が記述した文章について，分析を
行った。始めに総抽出語数を求めたところ，総抽出
語数は 8636，異なり語数は 688 であった。特に出現
回数の多い語句を表 6 に示す。 
図 3 第 1回授業開始時における共起ネットワーク 
 
































































表 6 出現回数の多い語句 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 
公害 87 重化学 24 
九州 84 畜産 24 
さかん 71 都市 24 
工業 58 汚染 23 
環境 53 問題 23 
水俣病 42 鶏 22 
地方 41 社会 22 
栽培 40 豚 22 
沖縄 39 四大公害 21 
北九州 38 人口 21 
南部 36 被害 21 
発展 32 観光 20 
思う 31 産業 19 
北部 29 鹿児島 19 
アメリカ軍 28 琉球王国 19 
新潟水俣病 28 養殖 19 




















































































図 5 振り返りの記述内容に関するワードクラウド 
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